






（様式6）

1
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斜
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 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

165は1 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 定性間伐 4.50 29 20 1,145 267 0.23 137 0 137 全木 267 プロセッサ 137 1350 137 5,718 137 中 1,206 秋保総合支所 23.3 記番13

165は2 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 定性間伐 1.04 28 20 156 53 0.34 26 0 26 全木 53 プロセッサ 26 1815 26 5,718 26 急 217 秋保総合支所 23.3 記番14

165は4 水涵保 カラマツ 46 保育間伐（活用型） 定性間伐 4.68 28 22 615 224 0.36 114 0 114 全木 224 プロセッサ 114 533 114 5,718 114 中 790 秋保総合支所 23.3 記番15

165は5 水涵保 カラマツ 46 保育間伐（活用型） 定性間伐 4.68 28 22 615 224 0.36 114 0 114 全木 224 プロセッサ 114 967 114 5,718 114 中 627 秋保総合支所 23.3 記番16

165は6 水涵保 カラマツ 46 保育間伐（活用型） 定性間伐 2.84 28 22 375 136 0.36 69 0 69 全木 136 プロセッサ 69 800 69 5,718 69 中 412 秋保総合支所 23.3 記番17

165は7 水涵保 カラマツ 46 保育間伐（活用型） 定性間伐 4.7 29 20 540 168 0.31 85 0 85 全木 168 プロセッサ 85 1098 85 5,718 85 急 599 秋保総合支所 23.3 記番18

165は8 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.17 33 20 858 232 0.27 119 0 119 全木 232 プロセッサ 119 747 119 5,718 119 中 475 秋保総合支所 23.3 記番19

165は9 水涵保 カラマツ 47 保育間伐（活用型） 定性間伐 2.57 29 20 296 92 0.31 47 0 47 全木 92 プロセッサ 47 1054 47 5,718 47 急 595 秋保総合支所 23.3 記番20

165は10 水涵保 カラマツ 47 保育間伐（活用型） 定性間伐 1.66 29 20 192 59 0.31 30 0 30 全木 59 プロセッサ 30 1601 30 5,718 30 急 237 秋保総合支所 23.3 記番21

165は11 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 定性間伐 1.53 29 20 294 78 0.27 40 0 40 全木 78 プロセッサ 40 1947 40 5,718 40 中 276 秋保総合支所 23.3 記番22

165に2 水涵保 カラマツ 46 保育間伐（活用型） 定性間伐 3 29 24 290 117 0.40 60 0 60 全木 117 プロセッサ 60 1102 60 5,718 60 中 752 秋保総合支所 23.3 記番23

168ほ1 水涵保 カラマツ 48 保育間伐（活用型） 定性間伐 1.92 28 20 419 93 0.22 48 0 48 全木 93 プロセッサ 48 319 48 5,718 48 中 329 秋保総合支所 23.3 記番24

168ほ2 水涵保 スギ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.36 33 18 2,044 247 0.12 122 4 126 全木 247 ﾌﾟﾛｾｯｻ 126 385 126 5,718 126 中 851 秋保総合支所 23.3 記番25

168ほ3 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.31 33 20 1,634 440 0.27 218 0 218 全木 440 ﾌﾟﾛｾｯｻ 218 808 218 5,718 218 急 384 秋保総合支所 23.3 記番26

168ほ4 水涵保 スギ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.63 33 18 305 37 0.12 19 1 20 全木 37 ﾌﾟﾛｾｯｻ 20 872 20 5,718 20 緩 240 秋保総合支所 23.3 記番27

168そ1 水涵保 カラマツ 47 保育間伐（活用型） 定性間伐 4 25 22 611 184 0.30 94 0 94 全木 184 ﾌﾟﾛｾｯｻ 94 1229 94 5,718 94 急 460 秋保総合支所 23.3 記番28

168そ2 水涵保 カラマツ 47 保育間伐（活用型） 定性間伐 2.60 25 22 398 120 0.30 61 0 61 全木 120 ﾌﾟﾛｾｯｻ 61 1188 61 5,718 61 急 660 秋保総合支所 23.3 記番29

168つ 水涵保 スギ 46 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.7 33 22 1,688 481 0.28 245 0 245 全木 481 ﾌﾟﾛｾｯｻ 245 956 245 5,718 245 急 1,057 秋保総合支所 23.3 記番30

171ろ1 水涵保 スギ 49 保育間伐（活用型） 定性間伐 3.41 28 20 701 182 0.26 93 0 93 全木 182 ﾌﾟﾛｾｯｻ 93 1173 93 5,610 93 中 515 秋保総合支所 23.3 記番31

171ろ2 水涵保 スギ 49 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.95 33 24 835 396 0.47 199 3 202 全木 396 ﾌﾟﾛｾｯｻ 202 832 202 5,610 202 急 512 秋保総合支所 23.3 記番32

171ほ 水涵保 スギ 32 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.68 33 18 466 45 0.10 23 0 23 全木 45 ﾌﾟﾛｾｯｻ 23 223 23 3,498 23 中 131 秋保総合支所 23.3 記番33

171へ1 水涵保 スギ 32 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.86 33 18 591 57 0.10 29 0 29 全木 57 ﾌﾟﾛｾｯｻ 29 267 29 4,603 29 緩 173 秋保総合支所 23.3 記番34

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

合計 63.79 15,068 3,932 0.26 1,992 8 2,000 3,932 2,000 2,000 2,000 11,498 0 0
0.45㎥
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１ 量の端数は単位以下第１位を四捨五入し、単位止めとする。
２ 面積は伐採面積とする。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄は以下の区分とする。
　　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上
４ 森林作業道作設の土質等欄は、作設に当たり特に留意する必要がある場合に記載する。
５ 最寄りの市町村役場（支所含む）からの距離欄は、物件番号毎の代表箇所について市町村役場を記入し、距離は単位以下第１位止めとする。
６ 伐採箇所、土場、森林作業道作設予定線(既設集材路含む）、編柵および沢については、作業計画図に図示する。

７ その他必要な項目があれば備考欄に記載する。

生産量

3m及び6m 各10枚
180日間

最寄り市町村
からの距離 備　考

伐倒 集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全
土場

作設等
砂利
数量

薬剤
散布

（ｽﾐﾊｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数

伐採方法

　　令和６年度　　　林分条件調査表
森林管理署 仙台森林管理署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（新川嶽山国有林外）

林小班
保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分 面積
伐
採
率

平均
胸高
直径

立木資材量


